
　非アルコール性脂肪性肝疾患(Non-alcoholic fatty liver disease；NAFLD)は代表的な
酸化ストレス関連疾患であるが、酸化ストレス/抗酸化ストレスバランスの特徴について
は十分には解明されていない。そこで、非アルコール性脂肪肝（Non-alcoholic fatty 
liver；NAFL）、非アルコール性脂肪性肝炎（Non-alcoholic steatohepatitis；
NASH）、NASH関連肝細胞癌（Hepatocellular carcinoma；HCC）を含むNAFLD患
者における、酸化ストレスと抗酸化力のバランスについて評価した。 
　NAFLD患者58例 (NASH 44例、NAFL 14例)、NASH関連HCC患者11例を対象とし
た。血清酸化ストレスマーカー活性酸素代謝物（ROM）及び抗酸化マーカー（OXY）
を測定し、臨床的特徴との相関を評価した。 
　ROMはNAFLDの活動性のマーカーと相関し、OXYは若い、肝予備能の良い症例で保
たれていた。NASH関連HCC患者は高齢で、OXYが低下している傾向を認めた。 
　NAFLDの治療方針を考えるうえで、活動性の高い症例においては酸化ストレスを除
去すること、進行したNASH及び肝癌症例では抗酸化力のサポートに重点を置くことが
肝要であると考えられた。 
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